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イ
ギ
リ
ス
の
川
と
橋

　

イ
ギ
リ
ス
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
及
び
北

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
な
り
、
人
口
6 

5 

1 

1
万
人
（
2 

0 

1 
5
年
現
在
）、
面
積
24
万

3 

6 

1 

0
㎢
、
国
土
は
日
本
の
3
分
の
2
程
度
で
あ
り
、
森
林
率
は
お
よ
そ
11
％
、

可
住
地
率
約
85
％
に
及
ぶ
。

　

エ
イ
ヴ
ォ
ン
と
い
う
本
来
「
川
」
の
意
味
を
も
つ
名
前
を
つ
け
た
川
が
グ
レ
ー

ト
ブ
リ
テ
ン
島
に
八
つ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
三
つ
流
れ
て
い
る
。
飯
田 

操
著
『
川

と
イ
ギ
リ
ス
人
』（
平
凡
社
・
2 

0 

0 

0
）
で
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
川

の
異
名
を
も
つ
ア
ッ
パ
ー
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
川
は
、
ノ
ー
サ
ン
プ
ト
ン
シ
ャ
ー
に
あ

る
エ
イ
ヴ
ォ
ン
・
ウ
ェ
ル
と
呼
ば
れ
る
泉
に
源
を
発
し
、
西
に
向
か
っ
て
流
れ
て

ウ
ォ
リ
ッ
ク
シ
ャ
ー
に
入
り
、
数
々
の
村
を
過
ぎ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
故
郷
の

ま
ち
を
過
ぎ
、
や
が
て
セ
ヴ
ァ
ー
ン
川
に
合
流
す
る
と
あ
る
。
こ
の
書
は
、
動
力

と
し
て
の
川
に
つ
い
て
、
粉
ひ
き
水
車
、
羊
毛
立
国
と
水
車
、
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
の

水
力
紡
績
機
な
ど
を
挙
げ
、
イ
ギ
リ
ス
発
展
の
基
礎
を
つ
く
り
出
し
、
さ
ら
に
運

河
の
建
設
で
川
と
結
ば
れ
、
輸
送
手
段
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
を
増
大
さ
せ
、

や
が
て
道
路
と
鉄
道
に
替
わ
り
、
川
と
運
河
は
親
水
空
間
と
し
て
の
憩
い
の
場
と

変
化
し
た
と
論
じ
る
。

　

飯
田 

操
著
『
釣
り
と
イ
ギ
リ
ス
人
』（
平
凡
社
・
1 

9 

9 

5
）
で
は
、
16
世
紀
、
釣

り
は
主
に
生
活
を
支
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
1 

6 

5 

3
年
ウ
ォ
ル
ト
ン
が

著
し
た
『
釣
魚
大
全
』
の
特
徴
は
、
一
つ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
釣
り
）
か
ら
も

う
一
つ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
瞑
想
）
を
生
み
出
し
た
こ
と
で
あ
り
、
田
園
を
楽

し
む
気
分
に
結
び
つ
い
た
宗
教
性
も
含
ま
れ
て
い
る
。
18
世
紀
は
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
釣
り
の
発
展
、
19
世
紀
は
疑
似
餌
で
釣
る
ゲ
ー
ム
・
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
、
20
世

紀
の
釣
り
は
野
生
へ
の
憧
憬
と
し
て
変
遷
す
る
。
哲
学
的
な
思
索
で
捉
え
る
イ
ギ

リ
ス
人
の
釣
り
文
化
の
深
さ
が
潜
ん
で
い
る
。

　

三
谷
康
之
著
『
事
典
・
イ
ギ
リ
ス
の
橋
―
英
文
学
の
背
景
と
し
て
の
橋
と
文
化

―
』（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
・
2 

0 

0 

4
）
で
は
、
中
世
は
政
治
・
社
会
情
勢
の
不
安
定

か
ら
旅
も
危
険
性
が
伴
い
、
旅
の
安
全
面
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
修
道
士
の
団

体
に
よ
る
橋
や
道
路
の
普
請
が
行
な
わ
れ
、
橋
の
上
に
は
礼
拝
堂
が
建
て
ら
れ
た
。

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
オ
ン
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
橋
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
ウ
ィ

ル
ト
シ
ャ
ー
州
の
町
ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
オ
ン
・
エ
イ
ヴ
ォ
ン
を
流
れ
る
エ
イ

ヴ
ォ
ン
川
に
架
か
る
。
全
部
で
九
つ
の
ア
ー
チ
を
も
ち
、
小
さ
な
礼
拝
堂
も
建
て

ら
れ
た
。
戦い

く
さ
は
し橋

は
、
戦
争
の
際
、
敵
の
侵
攻
を
防
ぐ
た
め
に
、
橋
に
門
塔
、
落
と

し
門
を
設
け
た
マ
ノ
ウ
橋
、
ウ
ォ
ー
ク
ワ
ー
ス
橋
を
挙
げ
る
。
石
の
文
化
を
感
じ

さ
せ
る
。

　

小
川
和
彦
著
『
テ
ム
ズ
川
橋
も
の
が
た
り
』（
武
蔵
野
書
房
・
2 

0 

0 

6
）
は
、
ビ
ッ

グ
・
ベ
ン
と
大
観
覧
車
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
橋
、
シ
ネ
マ
「
哀
愁
」
の
橋
霧

の
街
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
橋
、
文
豪
漱
石
の
歩
い
た
道
の
ロ
ン
ド
ン
橋
か
ら
塔
橋

を
巡
り
、
そ
の
魅
力
を
述
べ
る
。

テ
ム
ズ
川
の
流
れ

　

テ
ム
ズ
川
は
、
そ
の
源
を
コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
丘
陵
南
部
、
グ
ロ
ス
タ
シ
ャ
ー
州

サ
イ
レ
ン
セ
ス
タ
ー
近
郊
の
ケ
ン
ブ
ル
と
コ
ー
ツ
の
ほ
ぼ
中
間
、
テ
ム
ズ
ヘ
ッ
ド

と
呼
ば
れ
る
場
所
（
標
高
1 

1 

0 

m
）
に
発
す
る
。
多
数
の
川
と
合
流
し
て
、
ロ
ン

ド
ン
に
至
り
、
サ
ウ
ス
エ
ン
ド
で
北
海
に
注
ぐ
。
長
さ
3 

4 

6 

km
、
流
域
面
積
1

万
2 

9 

3 

5
㎢
で
あ
る
が
、
河
口
部
で
右
岸
か
ら
合
流
す
る
メ
ド
ウ
ェ
イ
川
を
支

川
と
み
な
す
と
流
域
面
積
は
1
万
6 

3 

4 

3
㎢
と
な
る
。
メ
イ
デ
ン
ヘ
ッ
ド
か
ら

ウ
イ
ン
ザ
ー
間
に
は
、
洪
水
時
の
流
下
能
力
を
目
的
と
し
た
長
さ
約
12 

km
の
二
次

水
路
・
ジ
ュ
ビ
リ
ー
川
が
2 

0 

0 

2
年
に
開
削
、
ま
た
、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
か
ら
リ

ッ
チ
モ
ン
ド
の
間
、
河
口
か
ら
約
89 

km
の
地
点
に
は
テ
デ
ィ
ン
ト
ン
水
門
が
設
置
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イギリスの川と水37

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
下
流
は
感
潮
域
に
な
っ
て
い
る
。
ウ
ー
リ
ッ
ジ
上
流
に

は
、
テ
ム
ズ
バ
リ
ア
と
呼
ば
れ
る
防
潮
堰
が
1 

9 

8 

4
年
に
設
置
さ
れ
た
。

　

徳
仁
親
王
著
『
テ
ム
ズ
と
と
も
に
―
英
国
の
二
年
間
』（
学
習
院
総
務
部
広
報
課
・
1 

9 

9 

3
）
で
は
、
テ
ム
ズ
川
水
運
の
変
遷
を
論
じ
る
。
製
粉
業
者
の
水
車
の
利
用
か

ら
、
石
炭
の
運
送
、
上
流
か
ら
モ
ル
ト
が
ロ
ン
ド
ン
に
運
ば
れ
、
ま
た
植
民
地
産

の
砂
糖
、
タ
バ
コ
、
米
、
茶
の
物
資
な
ど
が
輸
送
さ
れ
た
。
し
か
し
19
世
紀
、
石

炭
な
ど
が
鉄
道
運
送
、
ト
ラ
ッ
ク
貨
物
輸
送
に
移
り
、
水
運
が
次
第
に
衰
退
し
て

い
く
過
程
を
捉
え
る
。
相
原
幸
一
著
『
テ
ム
ズ
河
―
そ
の
歴
史
と
文
化
』（
研
究
社
出

版
・
1 

9 

8 

9
）
に
は
、
テ
ム
ズ
ヘ
ッ
ド
の
上
流
か
ら
ロ
ン
ド
ン
・
河
口
ま
で
巡
り
、

テ
ム
ズ
・
セ
ヴ
ァ
ン
運
河
、
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
調
印
の
地
ラ
ニ
ー
ミ
ー
ド
、
日
本

の
唐
門
と
虚
子
の
句
碑
「
雀
等
も
人
を
恐
れ
ぬ
国
の
春
」
な
ど
、
事
細
か
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
岩
崎
広
平
著
『
テ
ム
ズ
河
も
の
が
た
り
』（
晶
文
社
・
1 

9 

9 

4
）
も
、

テ
ム
ズ
川
の
流
れ
を
上
流
か
ら
河
口
ま
で
綴
っ
た
歴
史
紀
行
の
書
で
あ
る
。
岡
本 

誠
著
『
テ
ム
ズ
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』（
春
風
社
・
2 

0 

0 

4
）
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

か
ら
ウ
ィ
ン
ザ
ー
ま
で
の
1 

2 

0 

km
を
踏
破
し
た
記
録
を
綴
っ
て
い
る
。

　

ガ
ヴ
ィ
ン
・
ウ
ェ
イ
ト
マ
ン
著
『
テ
ム
ズ
河
物
語
』（
東
洋
書
林
・
1 
9 

9 

6
）
が
あ

る
。
こ
の
書
の
な
か
に
洪
水
の
記
録
が
あ
る
。
昔
か
ら
テ
ム
ズ
河
は
氾
濫
し
て
堤

防
を
越
え
、
建
物
を
破
壊
し
、
住
人
と
家
畜
を
溺
れ
さ
せ
て
き
た
。
そ
の
状
況
は

河
口
か
ら
始
ま
っ
て
は
る
か
上
流
域
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
災
害
は
古

く
ロ
ー
マ
時
代
ま
で
遡
る
と
い
う
。
1 

9 

5 

3
年
に
は
、
東
海
岸
に
悲
劇
的
な
洪

水
を
起
こ
し
、
16
万
エ
ー
カ
ー
の
農
地
と
2 

0 

0 

の
工
場
、
2 

0 

0 

マ
イ
ル
の
線

路
、
水
死
者
は
3 

0 

0 

名
を
超
え
た
。
そ
の
後
も
1 

9 

6 

8
年
、
1 

9 

7 

4
年
、

2 

0 

0 

3
年
と
起
こ
り
、
2 

0 

0 

7
年
の
洪
水
で
は
英
国
南
部
で
約
35
万
人
が
断

水
被
害
を
受
け
、
5
万
世
帯
が
停
電
を
し
て
い
る
。
最
近
で
は
2 

0 

1 

4
年
2
月

ロ
ン
ド
ン
市
に
被
害
が
生
じ
、
一
部
の
地
域
で
は
1
カ
月
以
上
も
洪
水
の
影
響
を

受
け
た
。
地
球
温
暖
化
が
進
む
な
か
、
イ
ギ
リ
ス
の
河
川
は
水
害
・
高
潮
の
被
害

を
受
け
や
す
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
小
説
と
し
て
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ド
イ
ル
著

『
ロ
ン
ド
ン
大
洪
水
』（
サ
ン
リ
オ
・
1 

9 

8 

2
）
が
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
水
都

　

人
間
や
家
畜
な
ど
の
糞
尿
、
ゴ
ミ
が
衛
生
的
に
下
水
な
ど
で
処
理
が
不
可
能
と

な
っ
た
場
合
、
都
市
の
機
能
は
完
全
に
喪
失
す
る
。
人
口
増
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝

の
時
代
、
ロ
ン
ド
ン
の
30
万
頭
余
り
の
馬
車
に
よ
っ
て
馬
糞
が
道
路
を
汚
し
、
馬

車
で
削
ら
れ
た
石
、
鉄
分
で
道
路
は
霧
が
出
る
と
べ
た
つ
き
、
衣
服
や
目
や
喉
を

痛
め
た
。
ま
た
、
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ
処
理
、
し
尿
処
理
も
滞
り
、
墓
地
、
入
浴
場
、

公
衆
便
所
も
不
衛
生
的
で
清
掃
さ
れ
ず
、
大
気
汚
染
、
伝
染
病
コ
レ
ラ
も
蔓
延
し

た
。
リ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
著
『
不
潔
都
市
ロ
ン
ド
ン
―
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
都
市

浄
化
大
作
戦
』（
河
出
書
房
新
社
・
2 

0 

1 

6
）
で
、
テ
ム
ズ
川
の
汚
泥
と
悪
臭
の
状
況

も
論
じ
な
が
ら
、
下
水
道
な
ど
の
整
備
を
図
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
ヒ
ュ
ー
・
バ

ー
テ
ィ
キ
ン
グ
著
『
英
国
上
下
水
道
物
語
―
人
間
と
都
市
を
救
い
育
て
た
苦
闘
の

歴
史
』（
日
本
水
道
新
聞
社
・
1 

9 

9 

5
）
が
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
世
界
に
先
駆
け
て
産
業
革
命
を
成
し
遂
げ
た
。
革
命
後
も
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
南
西
部
に
立
地
す
る
港
町
ブ
リ
ス
ト
ル
市
は
栄
え
る
。
石
神 

隆
著
『
水
都

ブ
リ
ス
ト
ル
―
輝
き
続
け
る
イ
ギ
リ
ス
栄
光
の
港
町
』（
法
政
大
学
出
版
局
・
2 

0 

1 

4
）

は
、
エ
イ
ボ
ン
川
を
中
心
に
ブ
リ
ス
ト
ル
市
の
発
展
を
論
ず
る
。
ブ
リ
ス
ト
ル
は

天
賦
の
好
条
件
に
恵
ま
れ
た
わ
け
で
な
く
、
操
船
に
難
が
生
じ
る
強
い
潮
流
を
も

つ
エ
イ
ボ
ン
川
に
、
潮
汐
差
を
船
の
推
進
力
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
港

町
と
し
て
栄
え
る
。
だ
が
、
商
業
船
の
大
型
化
に
よ
り
こ
の
潮
汐
差
が
ネ
ッ
ク
と

な
り
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ハ
ー
バ
ー
が
建
設
さ
れ
、

さ
ら
に
川
港
の
制
約
か
ら
、
市
の
活
性
化
の
た
め
河
口
部
で
の
新
港
の
建
設
が
な

さ
れ
、
現
在
で
も
繁
栄
し
て
い
る
と
論
じ
る
。
樋
口
正
一
郎
著
『
イ
ギ
リ
ス
の
水

辺
都
市
再
生
』（
鹿
島
出
版
会
・
2 

0 

1 

0
）
は
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、

リ
バ
プ
ー
ル
、
ブ
リ
ス
ト
ル
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
環
境
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
活
写
す
る
。

運
河
と
湖
水
地
方

　

田
中
憲
一
／
文
・
写
真
『
イ
ギ
リ
ス
・
水
の
旅
』（
東
京
書
籍
・
1 

9 

9 

6
）、
秋
山

岳
志
著
『
イ
ギ
リ
ス
式
極
楽
水
上
生
活
―
ナ
ロ
ー
ボ
ー
ト
で
楽
し
む
爽
快
ク
ル
ー

ズ
・
ラ
イ
フ
』（
光
人
社
・
2 

0 

0 

6
）
は
、
運
河
を
こ
よ
な
く
楽
し
ん
で
い
る
。
ま
た
、

ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
を
描
い
た
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス

ト
を
お
こ
し
、
美
し
い
湖
が
維
持
さ
れ
て
い
る
カ
ン
ブ
リ
ア
州
の
湖
水
地
方
に
つ

い
て
は
、
辻
丸
純
一
／
文
・
写
真
『
英
国
＝
湖
水
地
方
四
季
物
語
』（
東
京
書
籍
・
2 

0 

0 

0
）、
北
野
佐
久
子
著
『
ビ
ア
ト
リ
ク
ス
・
ポ
タ
ー
を
訪
ね
る
イ
ギ
リ
ス
湖
水

地
方
の
旅
』（
大
修
館
書
店
・
2 

0 

1 

3
）、
静
子
・
ヒ
ュ
ー
ズ
著
『
イ
ギ
リ
ス
湖
水
地

方
に
暮
ら
し
て
』（
メ
デ
ィ
ア
総
合
研
究
所
・
2 

0 

0 

2
）
が
あ
り
、
水
と
緑
と
空
の
造

形
を
捉
え
た
田
路
貴
浩
著
『
イ
ギ
リ
ス
風
景
庭
園
』（
丸
善
・
2 

0 

0 

0
）
も
刊
行
さ
れ

て
い
る
。

　

以
上
、
イ
ギ
リ
ス
の
川
と
水
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
や
は
り
テ
ム
ズ
川
が

中
心
と
な
る
。
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
、
政
治
、
経
済
の
発
展
は
、
テ
ム
ズ
川

な
く
し
て
成
立
し
得
な
か
っ
た
。

　
〈
倫
敦
塔
裏
の
テ
ム
ズ
に
海
燕
〉（
瀧 

春
一
）　


